
林
I 多

壁輔
宮家
関の
ア家
足譜

》コ
い
て

且L

尚

は
じ
め
に

林
多
輔
(
一
八
O
三

1
一
八
五
O
)
は
、
福
井
県

旧
南
条
郡
南
日
野
村
(
現
南
条
郡
南
条
町
)
島
の
医

師
で
、
長
崎
に
遊
学
し
て
医
学
を
学
び
、
文
政
十
一

年
(
一
八
二
八
)
帰
郷
、
家
業
の
医
師
を
継
い
で
、

島
に
お
い
て
開
業
し
た
川
o

そ
の
後
、
以
下
に
翻
刻

す
る
家
譜
に
よ
る
と
、
二
十
五
歳
の
時
、
京
都
の
産

科
医
の
名
門
、
賀
川
家
の
賀
川
流
産
科
を
賀
川
沿
に

学
ん
だ
。
三
十
三
歳
の
時
、
五
男
で
あ
っ
た
彼
は
、

同
郡
平
吹
村
の
東
庵
医
師
の
養
子
と
な
っ
た
が
、
離

籍
、
天
保
六
年
(
一
八
三
四
)
八
月
、
別
に
一
家
を

立
て
て
分
家
し
た
。
八
刀
家
独
立
の
際
、
多
輔
が
本
家

の
累
代
系
図
を
書
写
し
た
の
が
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る

足
立

林
多
輔
家
の
家
譜
に
つ
い
て

46の 3

林
一
彦
氏
蔵
「
桝
鵬
家
停
記
」
な
る
家
譜
で
あ
る
。

本
書
は
単
な
る
累
代
医
家
の
家
諸
に
と
ど
ま
ら
ず

婚
姻
関
係
の
地
域
的
範
囲
ゃ
、
普
通
「
女
」
「
女
子
」

と
の
み
記
さ
れ
る
女
子
の
日
記
述
が
、
名
や
法
名
な
ど

詳
細
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
近
世
庶
民
の
家
族
制
度

や
女
性
史
研
究
の
上
か
ら
で
も
、
稀
少
な
史
料
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
多
輔
は
、
現
武
生
市
屈
指
の
医
療

法
人
、
林
病
院
(
武
生
市
府
中
一
丁
目
五
|
七
H
内

科
・
小
児
科
・
胃
腸
科
・
外
科
・
整
形
外
科
・
脳
神

経
外
科
・
胸
部
外
科
・
形
成
外
科
)
の
創
設
者
林
一

治
博
士
の
四
代
の
祖
に
あ
た
り
問
、
同
院
史
の
、
ま

た
武
生
史
や
、
本
県
医
学
史
上
に
も
看
過
で
き
な
い

人
物
で
あ
り
、
且
つ
医
家
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
書

は
林
多
輔
及
び
医
(
森
林
家
の
い
わ
ば
研
究
序
説
と
し

て
本
書
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
林
多
輔
家
々
譜
で
あ
る
林
一
彦
氏
蔵

「
枇
鵬
家
惇
記
」
は
、
袋
綴
墨
付
十
一
枚
の
横
帳
で
、

右
端
を
紙
稔
で
綴
じ
た
下
綴
の
装
訂
(
頼
)
で
あ
る
。

表
紙
は
無
く
、
墨
付
一
枚
に
大
き
く
外
題
(
直
題
)

と
、
「
天
保
十
四
発
年
十
二
月
廿
三
日
写
林
多
輔
」

と
書
写
年
代
の
記
述
と
署
名
が
な
さ
れ
て
い
る
。
料

紙
は
美
濃
紙
で
遊
紙
は
な
い
。
寸
法
は
縦
一
五
・
三

糎
、
横
三
五
・
八
糎
で
あ
る
。

計

以
上
若
干
の
解
説
を
加
え
た
が
、
原
本
は
、
家
系

譜
と
い
う
性
格
上
、
系
線
や
訂
正
箇
所
が
あ
り
、
煩

雑
な
の
で
、
ま
ず
は
、
略
系
図
を
作
成
し
、
そ
の
後
、

全
文
を
翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
林
多
輔
の

著
作
に
林
一
彦
氏
蔵
「
長
崎
よ
り
大
坂
迄
・
道
中
小

遣
帳
」
一
冊
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
長
崎
遊
学
の
際

の
道
中
記
で
当
時
の
船
旅
の
苦
労
を
知
る
史
料
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
出
が
、
い
ま
だ
、
本
書
も
翻
刻

さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
そ
の
存
在
、
だ
け
を
こ
こ
に
記
し
て
、
後

日
に
翻
刻
を
期
し
た
い
と
思
う
。

(
註
)川
田
中
文
備
「
林
一
治
先
生
を
偲
ぶ
」
『
郷
友

会
』
第
七
八
号
昭
和
四
四
年
武
生
郷
友
会
利
二

六
頁
参
看
。

山
川
の
文
献
及
び
、
「
武
生
の
市
民
病
院
ワ
第

一
線
医
療
の
可
能
性
に
挑
戦
す
る
」
「
日
本
の
ユ

ニ
ー
ク
な
病
院
』
昭
和
四
六
年
二
一
月
メ
ジ
カ

ル
デ
ビ
ュ
ー
社
刊
一
八
二

i
一
八
九
頁
参
看

ω福
井
県
医
師
会
編
『
福
井
県
医
学
史
』
昭
和

四
三
年
六
月
同
会
刊
三
八
一
頁
参
看

附
記
・
・
翻
刻
に
あ
た
り
、
林
一
彦
先
生
御
夫
妻

と
、
令
嬢
は
る
み
氏
及
び
、
三
木
世
嗣
美
に
御

高
配
を
頂
き
ま
し
た
。
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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若
越
郷
土
研
究

四
十
六
巻
=
一
号

一
、
北
嶋
・
林
多
輔
家
略
系
図

後
に
記
す
家
譜
の
翻
刻
の
要
旨
を
、
略
系
図
と
し

て
こ
こ
に
ま
と
め
た
。
な
お
、
こ
の
略
系
図
の
ア
ラ

ビ
ア
数
字
は
、
林
家
三
代
太
兵
衛
の
代
に
縁
戚
と
な

っ
た
北
嶋
氏
よ
り
の
代
数
、
漢
数
字
は
林
家
の
祖
、

林
土
佐
守
三
太
夫
(
道
中
)
か
ら
の
代
数
。
別
+
ア

ラ
ビ
ア
数
字
は
、
多
輔
を
初
代
と
す
る
現
在
の
武
生

林
家
つ
ま
り
林
多
輔
家
の
代
数
で
あ
る
。
な
お
、
本

家
諸
は
、
十
二
代
多
輔
ま
で
の
記
述
し
か
な
く
追
記

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
以
降
の
当
主
に
つ
い
て
は
、

現
当
主
の
御
教
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
(
追
記
筒
所

は
※
で
印
し
た
。
)

北
嶋
治
右
衛
門

2

干
|
|
」
協
か
右
衛
門
|
|
恥
右
衛
門
|
|
ー
か
右
衛
門
|
|
ゆ
右
衛
門
哨
山
判
|
庄
暗
間

夫

人

了

正

正

国

玄

了

善

正

一

二

了

妙

持

高

八

十

五

石

余

二

林
佐
渡
守
三
太
夫
|
|
|
太
兵
衛

1
k
w太
兵
衛
l
i
l
-
-

道

中

浄

覚

一

順

慶

四

十

石

後

一

八

十

石

「
太
兵
衛

北嶋・林多輔家略系図

-
甲
」
l
治
右
衛
門
武
雅

l
一

初

名

与

惣

次

常

慶

下
女
子

一
早
世
良
貞

一

市

左

衛

門

内

行

「

女

子

通

幸

早
世
妙
教

女 市九12 女女八11

子高子子

お常門---，--おお
り:須ゆさ
妙よ 教き妙ん
通自 国通忍

女女新 1'13
子子右
左彦衛
兵む太つ常門
衛め夫き通l
妻妻 | 

湯女与市士1. 湯
尾子育左 尾
村 ・衛=r=某村
山お多門| 山
内い輔 | 内
喜よ | 次

審 21堅
門医 i 衛
妻師 i 門

女

42hfd 

与四 8
惣
善次
刀く

早
世

五治
右
衛
門
安
倫栄
休

市
左
衛
門
倫
重

l
l
l
l女
子

寿
須
大
屋
村
又
兵
衛
家
妻

女女害女
新ハ 9 子甲子息子

伊
左
衛
門

市
松
・
左
助

済
助次
郎

士

口

専

楽

江

戸

で

死

す

二

十

八

才

女
子
お
ゑ
ん

P
E
-

上
野
村
小
池
源
右
衛
門
妻
記

彦
左
衛
門

鋳
物
師
村

細
井
彦
左
衛
門
養
子

吉
五
郎
・
勤
助

長
右
衛
門

江
戸
浅
草
鳥
越
、
佐
野
屋
右
衛
門
(
柳
屋
)
養
子

与
之
助
・
文
助

お
き
く

3

T

J
ぺ
一
一
国
兼
半
左
衛
門
女

A

r

J

J

M

P
Tーー

Illi--ー
多
助
I
l
l
1
1
1
多
助

多

輔

※

事

主

ニ

年

正

月

六

日

没

明

治

五

年

大

正

六

年

京
都
で
医
学
時
梁
の
の
ち
産
科
伝
受
き
る
一
一
一
月
二
十
四
日
没
四
月
十
八
日
没

別
家
初
代

女
子
お
し
な

池
上
村
谷
波
久
左
衛
門
妻

伊
八
郎
亀

蔵

平

助

兄
・
伊
左
衛
門
(
本
家
)
を
相
続

I※別

一主則
昭林明治
和病治
田院十
十初回
ni~ 年

没長耳

日
生

別

5一
彦
(
当
代
)

林
病
院
々
長
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θ 
二
、
翻
刻
「
枇
鵬
家
俸
記
」

凡

例

原
本
の
系
線
や
見
消
箇
所
(
ミ
で
表
示
し

た
)
は
複
雑
で
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
原
本

の
記
述
に
添
っ
て
翻
刻
し
た
。

原
本
の
体
裁
通
り
に
翻
刻
し
、
丈
章
の
続
く

と
こ
ろ
も
原
本
に
従
い
改
行
し
た
。

本
文
の
(
)
及
び
(
マ
ム
は
翻
刻
者
に

よ
る
。

本
文
の
け
(
番
号
)
は
、
補
註
で
あ
り
、
巻

末
に
ま
と
め
て
記
し
た
。

(
平
成
十
二
年
一
月
三
日
稿
了
)

。@ ⑮ (
表
紙
直
題
)

北
嶋
家
惇
記

林
氏

天
保
十
四
発
年
十
二
月
廿
三
日
写

林
多
輔

代

停
記
北
嶋
治
右
衛
門
某

宝
徳
元
己
巳
年
三
月
十
一
日
死
去

法
名
善
教

3 

足
立

林
多
輔
家
の
家
譜
に
つ
い
て

代

治
右
衛
門
妻

寛
正
六
年
乙
酉
四
月
廿
二
日
死
去

法
名
了
妙

治
右
衛
門
時
的
右
衛
門
主
義

、
水
正
十
一
年
甲
成
三
月
廿
日

法
名
了
正

治
右
衛
門
了
正
子
也

永
禄
三
年
己
未
九
月
五
日

法
名
正
国

治
右
衛
門
正
園
子
也

天
正
六
歳
戊
寅
六
月
廿
一
日

法
名
玄
了

六

代

治

右

衛

門

玄

了

子

慶
長
十
三
歳
宮
十
一
月
五
日

法
名
善
正
持
高
八
拾
石
余
也

内
四
拾
石
庄
右
衛
門
へ
渡
残
而
凹
拾
石
分

林
氏
ハ
林
佐
渡
守

ω某

林
三
太
夫
町
即
時
佐
渡
守
子
林
太
兵
衛

法
名
浄
覚
三
太
夫
子
也
寛
、
水
十
一

甲
戊
晩
冬
十
八
日
ニ
死

代
四
代

五
代

林
治
右
衛
門

太嫡林
兵子太
衛古兵
門弟衛
次、子
家也
遣

寛
永
十
九
年
壬
午
九
月
十
八
日

法
名
須
慶
歳
五
十
人
才

太
兵
衛
嫡
子
善
正
養
子
ニ
被
致

持
高
四
拾
石
慶
長
十
七
年
壬
子

家
立
替
ル
元
和
元
年
乙
卯
五
月
七
日

大
坂
落
城

御
骨
田
代
ニ
分
持
高
人
拾
石
ニ
デ
問
次
之
代
へ

渡
、
須
慶
之
妻
妙
慶
ハ
東
谷
村

ω与
左
衛
門
娘
也

四

代

与

惣

次

早

世

正
保
三
丙
成
十
二
月
七
日

法
名
善
、
水

二

治

右

衛

門

安

倫

法

名

栄

休

貞
享
四
乙
未
十
二
月
廿
九
日
寿
五
十
三

市
左
衛
門
倫
重
法
名
寿
須

正
賓
二
甲
子
四
月
七
日
仁
左
衛
門
養
子

女

子

大

屋

村

又

兵

衛

方

へ

嫁

男
子
市
左
衛
門
後
ニ
伊
左
衛
門
と
改
名

伯
父
市
左
衛
門
養
子

五
代林
治
右
衛
門
安
倫

此
代
一
一
二
時
慮
立
督
天
和
一
一
圭
戊
年
也

女
子

早
世
法
名
妙
林

寛
文
七
2
二
月
廿
日

法
名
誓
寿

女
子

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

四
十
六
巻
三
号

4 

元
録
三
午
六
月
品
川
日

清
水
治
左
衛
門
妻

鋳女士重女
物子掛子
師同 Hl 
与 RZ
助(老
妻法語法
名一名
妙冗寿
順録Z慶
十年

末卜
四ハ
月
廿

日

延
賓
六
成
三
月
十
七
日

後
ニ
伊
左
衛
門
と
改
名

男

子

市

左

衛

門

仁
左
荷
門
養
子
ニ
也
高
拾
石
九

伯
父
市
左
甫
門
葺
子
後
二
世
左
衛
門
と
い
ふ

ム
ハ
出
糊
一
一
一
議
輪
組
噌
調
叫
四
時
へ
躍
り

林
新
右
衛
門
重
氏
法
名
専
流

(
マ
)
年
=
一
十
六
才

実
太
兵
衛
子
元
録
六
丙
四
月
十
三
日

新
右
衛
門
ハ
太
兵
衛
嫡
子
也
治
右
衛
門
む
こ
也

女

子

早

世

良

貞

貞
享
二
丑
二
月
廿
七
日

{
|
妻
ハ
治
右
衛
門
安
倫
娘
法
名
春
慶
也

此
代
高
九
拾
石
ニ
分
金
左
奉
る

女
子

元早

録ft
寄義
ノ、

月
廿
ノ、

日

男
子

七
代
林
治
右
衛
門

与
惣
次

武
雅

享法初
保年名名
庚四常与
子十度惣
十六欠
月才
九
日

iI  
年妻
三妙
女十信
子六

)C， 主呈し、

主左:正謀も
三守徳十じ
Hを二九二
τ3苦甲 E郎日i長;宅/l"川4ω)
芸，}i月月窺

生廿也
法四
ぉ名市日
倫理死
三教衛去
通門
妻

[
|
此
代
一
一
か
ま
や
立
替
正
徳
=
一
巳
ノ
春

宝
永
四
了
賓
検
地
ア
リ
高
五
伯
八
拾
石
余
之
高

四
百
四
拾
=
一
石
余
ニ
へ
り
申
候

女
子

正
檀
四
年
生
l

生

享
保
十
九
甲
ヨ
七
月
廿
四
日
死
去

法
名
妙
通

お
里
よ
廿
一
才
一
一
而
死
去

古
手
保
三
戊
角
村
三
ケ
市
分
郷
ニ
市
福
井
御
領

ニ
渡
り
残
り
御
料
也
持
高
九
拾
石
之
内
此
代
ニ
よ
り

高
三
拾
六
石
余
ニ
而
市
左
衛
門
へ
渡
ス

女

子

享

保

五

庚

子

同

人

方

三

月

廿

三

日

生

太

助

妻

元
文
三
ひ
の
へ
辰
法
名
妙
忍

十
月
廿
三
日
死
去
お
さ
ん十七
才
一
一
而
死

J¥ 
代
治
右
衛
門
娘

九

お
さ
ん

法

名

妙

忍

市
左
衛
門
弟
左
助
妻
之

非
内
治
右
衛
門
家
相
績
仕
候

通
幸
之
嫡
子

市

左

衛

門

法

名

常

須

妻
ハ
治
右
衛
門
姉
娘
お
ゆ
き
法
名
教
通

後
妻
弥
左
衛
門
娘
法
名
教
信

男
子

新
右
衛
門
法
名
常
通

女
子

九

っ
き彦
太
夫
妻

む
め左
兵
衛
妻

後
妻
教
信
ノ
子

治
助
女
子
新
恋
善
太
夫
被
嫁
女
子
北
山
五
兵
衛
江
嫁
ス

常
須
之
嫡
子

治
右
衛
門

女

子

先市新
治左右
右衛衛
衛門門
門枠と
孫申
也候

法
名
常
通

一
、
妙
忍
俗
名
お
さ
ん
と
申
治
右
衛
門
家
相
績
之
所

市
左
衛
門
弟
左
助
名
跡
ヲ
立
家
相
績
之
所
死
去
ニ
付

左
助
兄
市
左
衛
門
妻
常
慶
妙
信
之
惣
領
娘
ニ
付

左
助
ハ
あ
セ
ち
市
左
衛
門
へ
遣
シ
市
左
衛
門
ハ
妻

教
通
子
共

一
二
人
共
ニ
治
右
衛
門
方
へ
引
替
り
相
績
致
候

但
寛
保
四
年
白
相
別
之
由
祖
父
浄
雲
名
寄
帳
ニ

書
印
御
座
候
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林
治
右
衛
門
法
名
須
慶

此
代
養
父
善
正
持
高
八
拾
石
之
内
四
扮
石
一
、
村
寄

二
三
分
あ
セ
チ
へ
被
出
別
あ
セ
チ
ハ
庄
右
衛
門
渡
ニ
ハ
庄
兵
衛

長
兵
衛
と
一
つ
ノ
ニ
成
ル
先
々
包
治
右
衛
門
衆
助
ハ
善
正
世
ニ

満ル須
慶
ハ
太
兵
衛
ノ
嫡
子
ニ
而
妻
ハ
東
谷
村
与
左
衛
門
娘
也
善

正致
養
子
ニ
高
四
拾
石
ニ
而
此
家
相
渡
善
正
夫
婦
ハ
庄
右
衛

R
l
 
申
人
又
致
養
子
ニ
あ
セ
チ
ヘ
出
し
て
亭
左
之
通
然
共
此
須

慶
以
無
理
立
又
持
高
如
元
ハ
拾
石
ニ
被
致
家
も
作
替

ら
れ
今
此
家
也
慶
長
十
七
壬
子
家
作
依
之
治
右
衛
門
家

申
興
百
年
遠
忌
寛
保
元
同
九
月
十
八
日
則
孫
伊
左
衛
門

勤
遠
忌
を
須
慶
妻
妙
慶
父
与
左
衛
門
ハ
牧
谷
口
山

庄
〆
を
致
候
妙
慶
母
ハ
い
も
し
与
助
娘
ニ
御
座
候

林

市

左

衛

門

法

名

寿

須

是
仁
左
衛
門
養
子
候
得
共
兄
次
右
衛
門
奉
公
を
出
し
候

ニ
付
此
家
元
ェ
ふ
左
ニ
こ
と
な
り
と
つ
い
に
仁
左
衛
門
方
へ

不
参
ニ
而
無
妻
ニ
而
年
三
十
六
を
此
家
を
世
話

無
致
相
果
被
申
別
甥
市
左
衛
門
被
致
養
子
仁
左
衛
門
へ

被
遣

5 

足
立

林
多
輔
家
の
家
譜
に
つ
い
て

後
隠
居
伊
左
衛
門
と
い
ふ

林
市
左
衛
門
内
行
法
名
道
幸

延
享
四
丁
矧
年
正
月
十
五
死

妻
孫
右
衛
門
娘
法
名
妙
慶

固
定
治
右
衛
門
末
子
先
市
左
衛
門
養
子
ニ
而
二
世
之
時

仁
左
衛
門
方
左
被
遣
十
六
ニ
而
新
右
衛
門
へ
大
庄
屋

被
仰
付
実
子
男
子
無
之
候
ゆ
へ
仁
左
衛
門
方
白
立

帰
ル
然
ル
所

新
右
衛
門
実
男
子
出
来
則
名
与
惣
次
と
申
候
此

与
惣
次
五
才
之
時
ニ
新
右
衛
門
相
果
申
候
若
年
ニ
而

則
後
家
市
左
衛
門
姉
成
ニ
付
与
惣
次
十
四
才
ニ
成
候
迄

致
後
見
候
所
ニ
与
惣
次
十
五
才
ノ
春
後
又
相
果
孤

子
ニ
罷
成
候
ニ
付
共
壱
才
ニ
成
迄
又
後
見
い
た
し
最

早
与
惣
次
生
長
ニ
成
候
ニ
付
い
も
し
村
二
郎
兵
衛
娘

妻
ニ
貰
此
家
相
渡
罷
帰
ル
夫
あ
又
享
保
十
九
年
己

年
治
右
衛
門
夫
婦
病
死
ニ
付
市
衛
門
家
を
捨
治
右

衛
門
方
相
参
候
而
相
誘
被
申
候
八
年
ノ
間
相
誘
無

帰
治
右
衛
門
ハ
兄
へ
為
誘
市
左
衛
門
ハ
弟
へ
為
誘

被
申
候
嫡
子
女
子
女
子

西市

息書
法上村門
天名平弥
塑塾吹二社

pzt z 
丑左衛常
千衛喧須
工目至次
百至右
手衛
)¥門

是主

通
林幸
市ノ
左末
衛子
門
童
法名
主名与
自浄茂
才雲助

若
名
多
助
と

ふ

寛
政
元
丙
年
九
月
六
日

治
右
衛
門
常
慶
之
妹
娘
婚
而
裡
い
た
し
同
家
相
績

仕
候
所

元
文
=
一
年
死
去
の
故
兄
市
左
衛
門
妻
法
名
教
通
と

申
人
ハ
先

治
右
衛
門
夫
婦
之
嫡
子
ニ
候
ゆ
へ
引
替
ニ
い
た
し
あ

セ
チ
重
左
衛
門
相
績
仕
候

妻
ハ
彦
左
衛
文
娘
也

後
妻
脇
本
源
四
郎
娘

女

子

お

い

よ

湯
尾
村
山
内
喜
左
衛
門
ニ
嫁

文
政
十
一
年
年
六
月
廿
一
日
往
生

童
名
三
年

市
左
衛
文

男
子

高
三
石
四
斗
七
舛
三
合
分
別
家
ス

文
政
人
辰
二
月
廿
四
日
往
生

男
子

童
名
与
吉
本
家
相
績

改
市
左
衛
門

多
輔

法
名
浄
達

女
子

安
永
九
年

嘗
村
停
右
衛
門
へ
嫁

文
化
五
辰
年
十
月
廿
一
日
死

お
や
さ
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早
世俗
名
亀
次
郎

生
年
九
才

女

子

お

と

わ

天
明
二
年
半
右
衛
門
江
嫁
ス

文
政
十
二
丑
年
七
月
二
日
往
生

男
子

文妻 浄
政ノ、 主主雲

古湯吊手
年屋左
丑村衛文
六山門政
月内 主

主次法霊
日郎寿名=
左六i争耳
衛十達廿
門九 JL 
娘才品

百芸
四
年

嫁

嫡
子

伊中童
左頃名
十ー伊市
1引左松
門衛若
門名
と左
改助
名と

ふ

次
子

童
名
次
郎
吉

済

助

法
名
専
楽

年
廿
八
才
死
去

廿
才
之
時
江
戸
へ
罷
越
堀
江
町
壱
丁
目

森
田
仁
右
衛
門
方
ニ
奉
公
仕
八
年
之
間
相
勤

同
家
-
一
死
ス
給
銭
相
送
り
候
一
一
付
其
代
ヲ
以
高
取
別
家
左
助

年
廻
忌
相
勤
申
候

女
子

文
政
元
年
十
二
月
五
日
死

同

お

ゑ

ん

上
野
村
小
池
源
右
衛
門
妻

法
名
妙
延

寿
三
十
才
死
去

童
名
虎
吉
若
名
良
助

男

持
u
一
こ
す
A
q

↓ι悼
吋
臨
師
崎
明
朗
剛

ι円

細
井
彦
左
衛
門
へ
名
跡
と
参
ゴ
侠

彦
左
衛
門

四男 t
男

童
名
吉
五
郎
若
名
勤
助

長
右
衛
門

拾
九
才
之
時
江
戸
へ
罷
越

本
町
四
丁
目
柳
屋
ニ
奉
公
仕

八
年
之
間
相
勤
江
戸
浅
草
鳥
越
三
分
助
所
佐
野
屋

右
衛
門
方
江
養
子
罷
越
候
所
在
家
ハ
米
屋
と
而
玄
関

貰
追
之
繁
自
国
仕
候
童
名
与
之
助
若
名
文
助

今医産父五拾員
ノ師科ん年六
別へ宣案之ず

池天家養 λ 間之

i川iijifi i 
久二 又士才縁左
左旦 T 一之仕衛
衛ニ 縁才持又門
日 之五
門死 仕時京』養

妻 要平暫2モ
保吹罷問央
大空(噛本万

年量加三家
夏古川市
人ぃ槍相

月ふノ要

白

多
輔

女
子

お
し
な

年
廿
七
才
と
而
死
去

六
男

童
名
亀
蔵
若
名
平
助
兄
伊
左
衛
門

子
な
く
候
故
本
家
名
跡
ニ
相
立
申
候
広リー、、
w
h

p
位
ル
一
，
ノ
内
阿
川

林
多
輔

右
天
保
十
四
突
卯
年
十
二
月
廿
一
一
一
日
写

林
天多
保輔
ノ、
未
年

}¥ 

月
別
家
妻
国
兼回
半
左
f阜I
門
娘

女
子

翻
刻
本
文
補
註

川
佐
渡
守
の
受
領
名
を
名
乗
る
林
氏
に
、
河
野
一

族
の
美
濃
国
林
氏
が
い
る
が
関
係
は
不
明

ω現
、
福
井
県
南
条
郡
南
条
町
東
谷
。
貞
享
三
年

(
一
六
八
六
)
ま
で
福
井
藩
領
、
以
後
幕
府
領
。

明
和
元
年
(
一
七
六
四
)
三
河
国
西
尾
藩
領
と

な
っ
た
(
『
福
井
県
の
地
名
』
平
凡
社
刊
四
七
九

百()。

同
「
い
も
じ
」
「
い
も
の
し
」
と
読
む
。
南
条
郡
の

村
名
。
現
、
南
条
町
鋳
物
師
。

判
「
弓
」
は
「
寅
」
の
俗
字
。

同
「
恋
」
は
「
松
」
の
異
体
字
。

附
「
あ
せ
ち
」
は
、
「
あ
ぜ
ち
」
。
分
家
又
は
、
分

家
す
る
こ
と
を
云
う
。
特
に
美
濃
国
で
使
わ
れ

た
(
『
日
本
国
語
大
辞
典
」
第
一
巻
二
八
一
頁
小

学
館
全
十
巻
本
に
よ
る
)
。

同
「
白
」
は
「
よ
り
」
。

同
「
ま
き
だ
に
む
ら
」
鋳
物
師
村
の
東
に
位
置
す

る
。
貞
享
=
一
年
(
一
六
八
六
)
福
井
藩
領
よ
り

幕
府
領
と
な
り
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
以
降
、

旗
本
金
森
家
領
と
な
っ
た
(
『
福
井
県
の
地
名
』

四
人
O
頁
)
。
現
南
条
町
牧
谷
。 お

き
く
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同
現
、
南
条
町
上
平
吹
・
島
。
島
は
旧
村
の
枝
村

で
あ
る
旧
上
平
吹
村
。
『
福
井
県
の
地
名
』
「
上

平
吹
村
」
解
説
に
「
川
原
の
砂
が
鋳
型
に
利
用

で
き
た
た
め
か
、
正
徳
四
年
(
一
七
一
回
)
林

太
兵
衛
・
同
治
右
衛
門
が
朝
廷
か
ら
鋳
物
師
免

許
状
を
得
て
島
村
で
鋳
物
師
業
を
始
め
た
と
い

い
な
ょ
せ
み
よ
う
と
う
じ

ぅ
。
鍋
釜
の
ほ
か
、
稲
寄
妙
稲
寺
(
現
武
生
市
)

だ
い
ど
う
み
よ
う
た
い

や
大
道
の
妙
泰
寺
な
ど
の
撞
鐘
鋳
造
も
行
っ

た
が
、
明
治
元
年
(
一
八
六
八
)
鋳
物
工
場
か

ら
出
火
し
て
村
を
全
焼
、
廃
業
と
な
っ
た
o
」と

記
し
て
い
る
。
太
兵
衛
・
治
右
衛
門
の
う
ち
、

治
右
衛
門
は
系
譜
七
代
の
治
右
衛
門
武
雅
で
あ

ろ
う
。
ま
た
太
兵
衛
は
彼
の
実
祖
父
と
み
ら
れ

る
。
島
・
林
家
は
、
七
代
治
右
衛
門
武
雅
以
降

代
々
主
に
鋳
物
師
業
を
生
業
と
し
、
明
治
に
至

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

同
現
、
南
条
町
脇
本
。

制
現
、
今
庄
町
湯
尾
。

同
現
、
南
条
町
上
野
。
牧
谷
村
の
南
に
位
置
す
る
。

同
現
、
武
生
市
中
平
吹
町
。
下
平
吹
町
。

同
現
、
武
生
市
池
ノ

D
町。

同
現
、
武
生
市
国
兼
町
。
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